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リモートロボティクス　代表取締役社長　田中 宏和 氏 食
品
業
界
の
人
的
課
題
を
遠
隔
操
作
で
解
消

食
品
業
界
の
人
的
課
題
を
遠
隔
操
作
で
解
消

　

深
刻
な
人
手
不
足
を
理
由
に
、
食
品

業
界
で
も
ロ
ボ
ッ
ト
な
ど
の
自
動
化
シ

ス
テ
ム
の
活
用
が
進
ん
で
い
る
。
一
方

で
、
自
動
化
シ
ス
テ
ム
が
現
場
に
新
た

な
課
題
を
持
ち
込
ん
で
い
る
こ
と
も
あ

る
よ
う
だ
。
２
０
２
１
年
に
川
崎
重
工

業
と
ソ
ニ
ー
グ
ル
ー
プ
の
合
弁
出
資
で

設
立
し
た
リ
モ
ー
ト
ロ
ボ
テ
ィ
ク
ス
は
、

遠
隔
操
作
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
サ
ー
ビ

ス
で
自
動
化
シ
ス
テ
ム
と
現
場
の
隙
間

を
埋
め
る
。
同
社
・
代
表
取
締
役
社
長

の
田
中
宏
和
氏
に
、
食
品
業
界
で
自
動

化
シ
ス
テ
ム
の
遠
隔
操
作
が
求
め
ら
れ

る
理
由
を
聞
い
た
。

Remolinkの活用イメージ

ロボットの異常をリモートで把握・復旧

Interview出展者

　

―
―
Ｆ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
Ａ
で
提
案
す

る
貴
社
の
遠
隔
操
作
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
教

え
て
く
だ
さ
い
。

　

当
社
は
生
産
年
齢
人
口
の
減

少
や
人
手
不
足
な
ど
の
喫
緊
の
社

会
課
題
と
、
働
き
た
く
て
も
働
く

こ
と
の
で
き
な
い
人
が
い
る
現
状

を
、
新
し
い
ワ
ー
ク
ス
タ
イ
ル
や

働
き
方
を
提
案
す
る
こ
と
で
解
消

す
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

そ
こ
に
向
け
て
、
ロ
ボ
ッ
ト
を
は

じ
め
と
す
る
様
々
な
自
動
化
機

器
・
シ
ス
テ
ム
に
関
す
る
遠
隔
操

作
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
サ
ー
ビ

ス
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

　

―
―
具
体
的
に
は
。

　
ロ
ボ
ッ
ト
な
ど
の
自
動
化
シ
ス

テ
ム
を
遠
隔
で
操
作
で
き
る
よ
う

に
す
る
ク
ラ
ウ
ド
サ
ー
ビ
ス
「
Ｒ

ｅ
ｍ
ｏ
ｌ
ｉ
ｎ
ｋ
（
リ
モ
リ
ン
ク
）」

を
含
め
、
4
つ
の
サ
ー
ビ
ス
を
提

供
し
て
い
ま
す
。
リ
モ
リ
ン
ク
導

入
の
前
段
階
で
活
用
い
た
だ
く
開

発
者
向
け
の
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
「
Ｒ

ｅ
ｍ
ｏ
ｌ
ｉ
ｎ
ｋ
Ｔ
ｏ
ｏ
ｌ
ｓ
」

と
開
発
の
伴
走
支
援
サ
ポ
ー
ト

サ
ー
ビ
ス
、
運
用
フ
ェ
ー
ズ
で
活

用
い
た
だ
く
ク
ラ
ウ
ド
サ
ー
ビ
ス

リ
モ
リ
ン
ク
と
遠
隔
操
作
業
務
を

行
う
人
材
の
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

　

―
―
な
ぜ
食
品
業
界
で
遠
隔

操
作
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　

生
産
人
口
の
減
少
に
よ
り
、
食

品
業
界
で
も
ロ
ボ
ッ
ト
な
ど
の

自
動
化
シ
ス
テ
ム
へ
の
関
心
が
高

ま
っ
て
い
ま
す
。特
に
協
働
ロ
ボ
ッ

ト
や
Ａ
Ｇ
Ｖ
・
Ａ
Ｍ
Ｒ
な
ど
人
と

一
緒
に
作
業
す
る
機
器
の
活
用
が

進
ん
で
い
ま
す
。
人
と
ロ
ボ
ッ
ト

が
同
じ
環
境
で
働
け
る
の
は
メ

リ
ッ
ト
で
も
あ
り
ま
す
が
、
距
離

が
近
い
が
ゆ
え
に
現
場
作
業
者
と

ロ
ボ
ッ
ト
が
接
触
し
て
シ
ス
テ
ム

が
停
止
し
て
し
ま
う
ケ
ー
ス
が
見

ら
れ
て
い
ま
す
。
食
品
分
野
は
ロ

ボ
ッ
ト
に
不
慣
れ
な
方
も
多
く
問

題
が
発
生
し
や
す
い
環
境
に
あ
る

こ
と
に
加
え
、
ロ
ボ
ッ
ト
人
材
も

不
足
し
て
い
る
た
め
、
一
度
問
題

が
発
生
す
る
と
生
産
が
ス
ト
ッ
プ

し
て
し
ま
っ
た
り
、
一
部
の
従
業

員
へ
の
負
担
が
大
き
く
な
っ
て
し

ま
う
こ
と
も
多
い
で
す
。

　

―
―
リ
モ
リ
ン
ク
で
課
題
を
解

消
で
き
る
。

　

リ
モ
リ
ン
ク
は
異
常
を
検
知
し

た
ら
担
当
者
に
通
知
を
し
、
担
当

者
は
遠
隔
か
ら
状
況
を
把
握
・
復

旧
な
ど
の
処
理
を
行
う
こ
と
が
可

能
で
す
。
自
動
化
は
進
め
て
い
き

た
い
が
、
生
産
や
現
場
へ
の
影
響

は
増
や
し
た
く
な
い
と
い
う
お
客

様
に
と
っ
て
、
自
動
化
シ
ス
テ
ム

を
補
完
す
る
た
め
の
一
つ
の
手
段

と
し
て
導
入
が
進
ん
で
い
ま
す
。

食
品
分
野
で
は
な
い
で
す
が
、
ダ

ウ
ン
タ
イ
ム
短
縮
を
目
的
と
し
、

現
在
リ
モ
リ
ン
ク
導
入
に
向
け
た

取
組
み
を
行
わ
れ
て
い
る
企
業
さ

ん
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

　

―
―
他
の
遠
隔
操
作
シ
ス
テ
ム

と
の
違
い
は
。

　

当
社
の
シ
ス
テ
ム
は
、
す
べ
て

の
動
作
を
遠
隔
で
操
作
す
る
の
で

は
な
く
、
ロ
ボ
ッ
ト
な
ど
が
自
動

で
行
え
る
と
こ
ろ
は
自
律
的
に
動

か
し
、
対
応
で
き
な
い
、
迷
っ
て

し
ま
っ
た
、
停
止
状
態
か
ら
復
旧

で
き
な
い
な
ど
緊
急
時
に
人
間
が

遠
隔
か
ら
指
示
・
操
作
す
る
こ
と

で
、
自
動
化
シ
ス
テ
ム
を
サ
ポ
ー

ト
で
き
る
点
が
特
徴
で
す
。
ま

た
、
メ
ー
カ
ー
問
わ
ず
サ
ー
ビ
ス

対
応
し
て
い
る
た
め
、
複
数
の

メ
ー
カ
ー
の
シ
ス
テ
ム
を
活
用
し

て
い
る
現
場
で
も
、
同
一
の
ユ
ー

ザ
ー
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ー
ス
で
操
作

で
き
る
点
も
評
価
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。

　

―
―
Ｆ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
Ａ
へ
の
意
気
込

み
を
聞
か
せ
て
く
だ
さ
い
。

　

遠
隔
操
作
の
メ
リ
ッ
ト
を
感

じ
て
い
た
だ
く
に
は
、
実
際
に
体

感
い
た
だ
く
の
が
一
番
大
事
だ
と

思
っ
て
い
ま
す
。
会
期
中
は
ビ
ッ

グ
サ
イ
ト
と
当
社
の
品
川
オ
フ
ィ

ス
を
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
繋
い
で
、

遠
隔
操
作
を
体
験
で
き
る
ラ
イ
ブ

デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
を
常
時

展
開
し
よ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。

ま
ず
は
リ
モ
リ
ン
ク
に
触
っ
て
い

た
だ
き
、
少
し
で
も
多
く
の
方
に

遠
隔
操
作
の
メ
リ
ッ
ト
に
つ
い
て

知
っ
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
。

開催
6月10日（火）～13日（金）東京ビッグサイト　東1～8ホール

　
Ｆ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
Ａ
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
２
０
２
５
（
主
催
：〈
一
社
〉
日
本
食

品
機
械
工
業
会
）
が
６
月
10
日
か
ら
４
日
間
、
東
京
ビ
ッ
グ
サ
イ
ト

の
東
展
示
棟
全
館
を
使
用
し
て
開
催
さ
れ
る
。
新
規
出
展
１
２
３

社
を
含
む
９
９
２
社
が
出
展
予
定
（
前
回
展
９
８
９
社
）
で
、
来
場

者
数
10
万
人
超
を
誇
る
世
界
最
大
級
の
食
品
製
造
総
合
展
。
テ
ー

マ
「Touch FOOM

A, Taste the Future

」
を
掲
げ
る
。
本
特

集
で
は
、
食
品
加
工
機
か
ら
保
管
・
搬
送
、
衛
生
対
策
、
情
報
サ
ー

ビ
ス
な
ど
食
品
製
造
業
界
を
幅
広
く
扱
う
Ｆ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
Ａ
か
ら
ロ
ボ
ッ

ト
の
活
用
に
テ
ー
マ
を
定
め
、
関
連
各
社
の
出
展
内
容
紹
介
や
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
を
通
じ
て
ト
レ
ン
ド
を
探
る
。

▼
国
際
色
を
さ
ら
に
豊
か
に

　
「
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
増
加

に
伴
い
、
近
年
は
海
外
で

も
日
本
食
製
造
・
販
売
へ

の
関
心
が
高
ま
っ
て
い
る
」

（
展
示
会
実
行
委
員
長
の

尾
上
稔
氏
）
こ
と
に
併
せ
、

Ｆ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
Ａ
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ

２
０
２
５
で
は
海
外
来
場

者
の
集
客
に
力
を
入
れ
る
。

年
々
増
加
し
５
千
人
を
超

え
た
前
回
展
の
海
外
来
場

者
数
（
５
５
４
１
人
）
を
さ

ら
に
超
え
る
こ
と
を
目
標

に
、
今
年
か
ら
オ
フ
ィ
シ
ャ

ル
ウ
ェ
ブ
マ
ガ
ジ
ン
の
発
行

や
海
外
向
け
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ

ン
動
画
の
作
成
、
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ

ｕ
ｂ
ｅ
や
Ｉ
ｎ
ｓ
ｔ
ａ
ｇ
ｒ

ａ
ｍ
と
い
っ
た
Ｓ
Ｎ

Ｓ
を
活
用
し
た
海

外
顧
客
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
を
強
化
し

て
い
る
。

　

こ
の
他
に
も「
海

外
か
ら
の
来
場
者

と
出
展
者
の
利
便

性
を
高
め
る
」
こ

と
を
目
的
に
、
グ

ロ
ー
バ
ル
イ
ン

フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
や
多
言
語

Ａ
Ｉ
翻
訳
機
を
会
場
に
設

置
す
る
な
ど
言
語
サ
ポ
ー
ト

を
拡
充
し
、
海
外
来
場
者

の
商
談
環
境
を
整
え
る
こ
と

に
取
り
組
む
。
ま
た
、
国
連

工
業
開
発
機
構
（
Ｕ
Ｎ
Ｉ
Ｄ

Ｏ
）
と
連
携
し
た
在
京
大
使

館
プ
ロ
グ
ラ
ム
（Embassy 

Programme

）
で
は
、
各

国
大
使
館
関
係
者
を
招
い

た
展
示
会
視
察
ツ
ア
ー
を
実

施
し
、「
日
本
の
食
品
製
造

技
術
の
国
際
展
開
を
後
押

し
」
す
る
。

　
「
本
展
最
大
の
特
徴
は
、

世
界
で
唯
一
食
品
工
場
に
あ

る
機
器
が
全
て
そ
ろ
っ
て
い

る
こ
と
。
海
外
で
は
、
パ
ン
、

食
肉
、
包
装
な
ど
カ
テ
ゴ

尾
上
稔
展
示
会

実
行
委
員
長

（
次
頁
に
続
く
）

オークラ輸送機 包装品搬送の自動化を多彩に提案

包装品入りコンテナ搬送ラインのイメージ

　IoT活用による予知保全ソリューションとして、「オークラ予
知保全サービス」を展開している。各種センサーを用いて設
備データを収集し、監視・分析することで、トラブルの兆候を
予知し、トラブル発生前にメンテナンスを提案する。FOOMA 
JAPANではコンベヤを用いた振動データの計測や、遠隔サポー
トの動画などで、その利点を訴求する。
　同サービスは異常やその兆候を検知すると、サポートセン
ターへ通知。即座に遠隔で原因究明を行い、設備トラブルを
未然に防ぐ。「お客様に安心してオークラの設備をご利用いた
だけるよう、FOOMAでも予知保全という概念を広めたい」と
する。

オークラ予知保全サービス
流れを止めない未来型メンテナンス

　

オ
ー
ク
ラ
輸
送
機
は
〝「
食
」

を
運
ぶ
。「
安
心・安
全
」に
運
ぶ
。〞

を
テ
ー
マ
に
、
人
手
不
足
が
深
刻

な
食
品
業
界
に
向
け
て
多
彩
な
コ

ン
ベ
ヤ
機
器
を
組
み
込
ん
だ
２
つ

の
搬
送
ラ
イ
ン
を
実
演
で
提
案
す

る
。

　
「
個
包
装
搬
送
ラ
イ
ン
」
は
、

包
装
ラ
イ
ン
で
豊
富
な
納
入
実
績

を
誇
る
ア
ル
ミ
コ
ン
ベ
ヤ
「
ベ
ル

コ
ン
ミ
ニ
Ⅲ
シ
リ
ー
ズ
」
に
、
小

物
包
装
品
を
高
速
で
合
流
、分
岐
、

反
転
さ
せ
る
様
々
な
ア
プ
リ
ケ
ー

シ
ョ
ン
機
器
や
コ
ン
ベ
ヤ
ユ
ニ
ッ

ト
を
組
み
込
み
、
ス
ピ
ー
デ
ィ
で

フ
レ
キ
シ
ブ
ル
な
搬
送
を
訴
求
す

る
。
中
で
も
毎
分
４
０
０
個
の
等

分
振
り
分
け
を
可
能
に
し
た
「
高

能
力
分
岐
装
置
」
や
薄
物
品
も

確
実
に
幅
寄
せ
で
き
る
「
片
寄
せ

コ
ン
ベ
ヤ
」
な
ど
の
新
製
品
が
見

ど
こ
ろ
と
な
る
。

　

個
包
装
の
後
工
程
と
な
る
「
包

装
品
入
り
コ
ン
テ
ナ
搬
送
ラ
イ

ン
」
は
、
個
包
装
品
を
投
入
す

る
「
シ
ャ
ト
ル
コ
ン
ベ
ヤ
」、
コ
ン

テ
ナ
を
積
み
上
げ
る
「
段
積
み
装

置
」、
コ
ン
テ
ナ
を
運
ぶ
「
Ａ
Ｇ
Ｖ

（
無
人
搬
送
車
）」
を
組
み
合
わ
せ

コ
ン
テ
ナ
搬
送
の
自
動
化
を
実
演

す
る
。
コ
ン
テ
ナ
に
は
食
品
工
場

で
普
及
す
る
ネ
ス
テ
ィ
ン
グ
タ
イ

プ
を
使
用
し
、
段
積
み
装
置
は
交

互
に
向
き
を
変
え
な
が
ら
積
み
上

げ
て
い
く
新
機
構
を
採
用
し
た
。

　
「
食
品
ラ
イ
ン
の
中
で
も
、
個

包
装
ラ
イ
ン
に
は
様
々
な
機
械
装

置
に
対
応
し
た
柔
軟
性
と
高
速

性
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、

後
工
程
の
コ
ン
テ
ナ
搬
送
に
は
、

段
積
み
・
運
搬
作
業
へ
の
省
人
化

要
望
が
数
多
く
寄
せ
ら
れ
て
い

る
。
２
つ
の
展
示
ラ
イ
ン
を
解
決

の
ヒ
ン
ト
に
し
て
い
た
だ
き
た
い
」

（
担
当
者
）

コ
ン
ベ
ヤ・Ａ
Ｇ
Ｖ
活
用
で

リ
ー
別
の
展
示
会
に
な
る
。

そ
の
た
め
海
外
か
ら
来
ら
れ

た
方
が
『
こ
こ
に
は
何
で
も

あ
る
』
と
感
想
を
言
っ
て
く

だ
さ
る
」（
運
営
事
務
局
長

の
水
橋
豊
氏
）

　

毎
年
満
席
と
な
る
フ
ー

ド
ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン
で

も
、「
食
産
業
の
グ
ロ
ー
バ

ル
化
と
共
創
の
加
速
」
を

テ
ー
マ
に
国
際
的
な
ト
レ
ン

ド
を
押
さ
え
た
２
つ
の
セ
ッ

シ
ョ
ン
を
行
う
（
６
月
12

日
13
：
30
〜
15
：
30
）。
他

に
も
、
毎
年
恒
例
の
食
品

機
械
の
衛
生
設
計
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
を
発
行
す
る
Ｅ
Ｈ
Ｅ

Ｇ
Ｅ
の
Ｈ
ｅ
ｉ
ｎ
Ｔ
ｉ
ｍ
ｍ

ｅ
ｒ
ｍ
ａ
ｎ
会
長
に
よ
る
セ

ミ
ナ
ー
「
Ｇ
Ｍ
Ｐ
と
し
て
の

食
品
機
械
製
造
工
場
に
対

す
る
衛
生
要
件
」（
６
月
11

日
14
：
30
〜
16
：
40
）
や
、

タ
イ
王
国
大
使
館
の
経
済
・

投
資
事
務
所
の
公
使
を
務

め
る
ガ
ノ
ッ
ポ
ー
ン・シ
ョ
ー

テ
ィ
バ
ー
ン
氏
に
よ
る
「
タ

イ
：
食
品
機
械
に
と
っ
て
の

多
大
な
る
機
会
」（
６
月
11

日
13
：
00
〜
14
：
30
）
な
ど
、

国
内
来
場
者
向
け
の
海
外

市
場
の
最
新
動
向
を
捉
え

た
セ
ミ
ナ
ー
も
多
数
行
う
。


